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　今回の調査でಘられたڀݚ成Ռを̑ͭのઅに·とめた。その಺༰は以Լのとおりである。
　ୈ１અ　遺跡周ลの土地։発
　ୈ２અ　弥生時代の集落ಈ޲
　ୈ̏અ　弥生時代の鉄器加工
　ୈ４અ　出土遺物͔ら見る遺跡の༷૬
　ୈ̑અ　古墳時代の周溝墓
　なお、４次報告書の૯ׅでは、以Լの̑ͭの項目が今後のڀݚ՝୊として取り上͛られている。
　՝୊ᶃ南大原遺跡のൣ囲
　 ʏ ᶄࣜྛ܀土器文化にお͚る土器棺墓の存൱
　 ʏ ᶅଧ製石᭲等の小ܕണ片石器製作ഇࢭの࣮ଶ
　 ʏ ᶆ২物のึ状Ֆং（Ֆึ）を原ମとした施文࣮ଶのղ明
　 ʏ ᶇ千曲川水系にお͚る弥生時代中期後半～後期の஁໶遺構の検ূ
　以上の̑఺にͭいては、それͧれ֤અでٴݴした。
　ᶃɿ遺跡ٴͼ周ลの地形形成࢙の観఺でୈ１અ、弥生時代の集落形成とల։という観఺でୈ２અにおい

て遺跡ൣ囲に͔͔る৽たな஌見をఏࣔした。
　ᶄɿ本集落にお͚る墓域のあり方という観఺でୈ２અにおいてٴݴした。
　ᶅɿ本次調査にお͚る出土石器の༷૬͔らୈ４અにおいて࠶考した。
　ᶆɿ本次調査で出土したึ状Ֆং原ମ施文の事例をୈ４અで঺հした。
　ᶇɿ中期後半の集落಺の事例としては、ࠃ಺でもඇৗに଎いஈ֊の鉄器加工が行われたՄೳੑがࢦఠさ

れており（鶴田 ࢁ者の஫目を集めている（ਿڀݚ、（2016 2019・村上 2020）。ここではୈ̏અで鉄器
加工等が行われた場としての考࡯、ୈ４અで出土遺物が遺跡の༷૬とどのように͔͔わる͔を౿·
えて、৽たに分ੳした。

ୈ１અ　遺跡周ลの土地։発

　ୈ２ষでも৮れたとおり、千曲川は本遺跡の東側にあるが、これは 1870～1872（明治̏～̑）年の瀬替
え工事以後の状گであり、それ以前の千曲川は遺跡東側の高ٰٰྕ沿いを流Լしていた。字名にʮ古川ʯ
として࢒るچՏ道は௿地ଳの··࢒っているため、現在も地ਤやۭࣸߤਅで明ྎにࣝ別できる（ୈ１ਤ、

。（頭ࣸਅ４ר
　瀬替え工事͔らおよそ 150 年間に上今井ڮのՍڮや県道建ઃ等といったΠンϑϥ੔උとڞに、土地ར༻
も大きくม化しているため、現在の地形環ڥだ͚ではೋ千年前の弥生時代の環ڥをཧղすることは೉しい。
そこで、中野市や長野県ཱྺ࢙ؗ保؅のນ຤͔ら明治初期のֆਤや、ࠃ土地ཧӃچ地形ਤを௨して、遺跡
周ลの土地։発のมભをཧղし、ೋ千年前の古地形を考࡯する。
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１　ֆਤ等にみる遺跡周ล
（１）上今井村ߞ地ֆਤ
　ද書きにʮ上今井村ߞ地៸ᅷʯとある、このֆਤはʮ（Ծশ）ࢁ田Ոࢿྉؗʯ（中野市ߐ部）１保؅のʰ東
にؚ·れるものの一ͭである。2021܈ྉࢿӴ໳Ո文書ʱを構成する１ສ༨のࠨ田ঙࢁ部村ߐ 年４月 26 日
に࣮見・ࣸਅࡱӨを行った（ୈ７ਤ）。
　ਤの大きさはԣ෯ 241ᶲ、ॎ 214ᶲで、ކでͭな͗合わせた࿨ࢴに๽書され࠼৭が施されている。年代
はෆৄであるが、1861 年1869～ࠒ 年（文ٱ年間͔ら明治２年）·での間に作成されたと想定される２。千曲
川がچՏ道を流れ、瀬替え༧定ϧーτが੺い఺線でࣔされているため、瀬替え事業࣮施にあたって事前ਃ
੥等の目తで作成されたֆਤと考えられている。明治時代以後の測ྔਤఔのਫ਼౓はないが、東西南北の方
ʑの形状や千曲川֑部のද現もࢁがࣔされ、字界や字名が明確にද現されている͹͔りでなく、周囲の޲
く、現在の地ਤとे分র合Մೳである。·た一ච͝とに土地ར༻別の৭分͚がされていることが大き͔ࡉ
な特௃で、これによって౰時の地形環ڥもおよそ೺Ѳできる。৭分͚はਤࠨ上にຌ例がࣔされ、道が੺৭、
川は水৭、ࢁが྘৭、田がԫ৭、ാがփ৭である。
　ֆਤをみていくと、千曲川は東西にඳ͔れるࢁମの間をਤのԼ（南）͔ら上（北）に͔޲って流れる。
ਤԼ͔ら東に曲流して北側でٰྕ部にͿ͔ͭって急फ़な֑面を形成し、そこで西に大きく方޲をมえて大
ມ村を取り囲むように北流する。千曲川西؛には流路に沿うようにാ地がある。西側ࢁମの࿢には南北に
௨ͣる道があって、その周囲に人Ոやࣾࣉが集·って集落を形成している。千曲川沿いのാ地と西側ࢁମ
。がる޿ͼ集落との間には水田がٴ
　こうした状گを現在の地形や地ਤ৘報、地࣭環ڥ等͔ら考࡯すると、東側のࢁମが長ٰٰྕ、西側のࢁ
ମが੺Ԙٰྕ、千曲川の流れはچՏ道部とそれͧれ合கする。ാ地は千曲川のऄ行部西側に大きく発ୡし
た׈૸ࣼ面ઌ୺に形成された自然堤防とཧղできる。·た੺Ԙٰྕࡍを北上する道は長野市͔ら൧ࢁ市に
ൈ͚る൧ࢁ道̏であり、集落は౰時の上今井村、ͭ·り現中野市上今井地੶である。上今井村一ଳは੺Ԙ
ٰྕ͔ら流Լする小Տ川によって小さなઔ状地となって小高くなっている。このઔ状地຤୺と千曲川沿い
の自然堤防との間の௿地部は੺Ԙٰྕ͔ら流れ出る水が集·る、いわΏる後എ࣪地でۙ世には水田にར༻
されていたことがわ͔る。چ千曲川沿いの自然堤防上は水は͚がよい集落ద地であって、千曲川や後എ࣪
地等の水ݯࢿが๛෋なことが、縄文時代͔ら弥生時代、古墳時代·で集落が形成された南大原遺跡のཱ地
環ڥに大きくӨڹしていたのであΖう４。
　·た水田部分の字名にあるʮٯ川ʯやʮαΧα川ʯは地形తに北側が高く南側が௿いため、千曲川とٯ
方޲に水が流れていたこと͔ら付͚られたと考えられる。現在、上今井地区を流れる本୔川もಉ͡ように
南流して現千曲川に合流していて、この一ଳの地形環ڥの特௃ともいえる̑。
（２）ྩ࿨元年東日本台෩
　このֆਤ͔らಋき出せたށߐ時代·での地形環ڥをਤらͣも؟前にできたのは、調査中にߑ水ඃ֐をも

時代͔ら昭࿨ށߐ。ྉをެ։しているࢿՈ԰ෑ・ఉԂと収蔵・܈Ӵ໳Ոの土蔵ࠨ田ঙࢁ時代初期のདྷॅと఻わるށߐ　１ 20 年代の文書࢙
ྉ、書ը・工ܳ品、生׆・生࢈ຽ۩、書੶等、ࢁ田Ոྺ代が集積したࢿྉを目録化し、調査・ڀݚにެ։している。中野市ڭҭҕһձ
事຿ہが؅ཧする。

２　（Ծশ）ࢁ田Ոࢿྉؗࣉౡਖ਼༑ࢯのࣔ͝ڭによる。これとは別の文ٱ年代のֆਤには瀬替え༧定ϥΠンがख書きमਖ਼されているが、本
ਤではその部分が༧め書きࠐ·れているため、文ٱ以後の製作と考えられる。

̏　大ਖ਼時代のᅳ道 10 号線（東ژ～高࡚～ळ田）、その後 1973（昭࿨ 48）年に上今井όΠύεが։௨する·でのࠃ道 117 号線とॏなる。
上今井区本୔川にՍ͔る今井ڮには໏൘にʮい·いはし　ᅳ道र号線本澤川（大ਖ਼र࢛年ീ月ॡ工）ʯとࠁ·れたཝׯが࢒る。

４　৴भ大ֶཧֶ部ڭत保柳ࢯのࣔ͝ڭ。
。によるࣔڭの͝ࢯౡࣉ　̑
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たらした、いわΏるྩ࿨元年東日本台෩（台෩ 19 号）による千曲川の൙ཞである。災֐発生௚後͔らࠃ土
地ཧӃがΠンターωοτ上にެ։したۭࣸߤਅの１Χοτにֆਤಉ༷のچ地形が明ྎにөし出されている

（ୈ̔ਤ）̒。ࡱӨ日時は 2019 年 10 月 13 日 11 時４分で、上流の中野市ཱϲՖٴͼྛ܀地区で堤防ӽ水が
確認されたಉ日̏時 25 分７͔らおよそ̔時間経過した時఺の状گである。
　ࣸਅは遺跡北東の長ٰٰྕ上ۭ͔ら南西方޲に͔޲ってࡱӨされていて、ࠨԼにࢤլ中野༗ྉ道路のྉ
金所が見える。ࣸਅ上のӢの੾れ間にみえるのが上今井地区で、中央上をࣼめԣ方޲に૸る道路が県道三
水中野線である。そして、中央をٷなりに流れている஡৭の川が現千曲川で、中央ӈのڮが上今井ڮであ
る。現千曲川の上流部（ࣸਅࠨ）͔ら分ذしてԼ側に大きくऄ行するように別の流れをͭくっているట流
ൣ囲がֆਤにあるށߐ時代·でのچՏ道に等しい。چՏ道沿いでඪ高が高いためߑ水ඃ͔֐ら໔れた྘地
部が、現在Ռथ࠿ഓが੝Μなാ地でچ千曲川西؛に発ୡした自然堤防である。
　調査区は上今井ڮのたもとに位置し（੺ؙՕ所）、本དྷ自然堤防上にあるが、改築工事でਹ上͛された三
水中野線の高土खに一時తにせきࢭめられて水位が上ঢし、上今井ڮԼ流͔らچՏ道に͔޲って調査区಺
を੎いよく൙ཞ水が流れ、Ծઃ建物等が流出するఔのඃ֐となった。
　上今井ڮԼ流では千曲川྆؛の水田やാ地にも大ྔの水がԡしدせている。この一ଳはֆਤの水田地ଳ
で、地形తに௿い後എ࣪地にあたる。南大原遺跡のแ蔵地ൣ囲はਁ水を໔れた自然堤防（྘地部）のうͪ、
、域を想定すると׆長くׅられているが、縄文時代͔ら弥生時代の集落域や生ࡉՏ道側の半分ఔのൣ囲をچ
遺跡ൣ囲は自然堤防શମにٴͿՄೳੑもある。·た自然堤防西側に޿がる後എ࣪地には、弥生時代に૎る
水田跡が࢒存することも、ۙྡの柳୔遺跡や川ٱ保遺跡で౰֘期の水田跡が検出された調査成Ռ͔らे分
想定できよう（長野県埋文 2012・2013）。
（̏）明治初期の上今井村
　瀬替え工事௚後の状گは長野県ཱྺ࢙ؗ蔵の明治初期のֆਤʮ上今井村ֆਤʯにৄしい（ୈ９ਤ）。ֆ
ਤはॎ 81ᶲ、ԣ 102ᶲの࿨ࢴ製で道路、Տ川、܊界、村界、字ڥが৭分͚や線種分͚によってද現され、
ʑを見௨ࢁ等のԕ方のࢁߝや൧ࢁ௖͔ら高ࣾࢁࢁ古跡等名শが記されている。·たਤ中央にある北৓ࣾࣉ
す方位線がଟ਺見られることが特௃తなਤである（長野県ֆਤ・地ਤڞಉڀݚ事業࣮行ҕ 2017）。
　ਤの΄΅中央には南北に૸る൧ࢁ道があり、道沿いに西ܴࣉやීࣉݡ、ਡ方ࣾ（現上今井ਡ๚ࣾ）等の
現存するࣾࣉが見え、県࢙跡಺ງؗ跡は಺ງ古୐としてコの字状にງ跡がඳ͔れている。千曲川は瀬替え
によってՏ道部は南北方޲に௚線తな流路となり、چՏ道部は東ԑをྛ܀村と大ມ村との村界として、西
ԑを字ڥの線でද現されている。この流路は前ड़の上今井村ߞ地ֆਤにある༧定ϧーτと΄΅合கし、ଟ
くの田ാが瀬替え工事によってࣦわれたことがわ͔る。·た現在の上今井ڮ付ۙにはसڮがඳ͔れてい
るが、上今井の౉しは瀬替え後の 1872（明治̑）年に໾目をऴえसڮとなったという記録がある（中野市

1981C）。

２　地形ਤにみる遺跡周ล
　前ड़の上今井村ֆਤは測ྔਫ਼౓が高く、千曲川の形状や村界や字界はਖ਼確にଊえられるが、೶地等の৭
分͚がなく、土地のར༻状گをཧղするにはࢁ田Ո文書のֆਤにൺ΂て৘報がやや๡しい。今回の調査ൣ
囲にはچ千曲川Տ道部（調査̖区）もؚ·れていること͔ら、瀬替え以後の土地ར༻状گを೺Ѳするため、

ਤ（଎報）等のσδタϧ৘報がਵ時ެ࠼土地ཧӃϗーϜϖーδʮྩ࿨元年東日本台෩に関する৘報ʯにۭ中ࣸਅやಈը、ਁ水ਪ定ஈࠃ　̒
։された。

ྉʮྩ࿨元年ࢿ土交௨ল千曲川Տ川事຿所記者発දࠃ　７ 10 月 12 日ߑ水（台෩ 19 号）に関する千曲川Տ川事຿所の対Ԡにͭいてʯʦୈ７
報ʧ（2019 年 10 月 13 日 03 時 45 分）をࢀর。
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土地ཧӃࠃ）土地ཧӃ発行の１ʗ̑ສਤྺ地形ਤでมભを௥ったࠃ 1988）。
　ਤྺ地形ਤには 1914（大ਖ਼̏）年～1988（昭࿨ 63）年·でに発行された 13 ຕの地形ਤ（ࣸし）が௲られ
ている。ここでは代දతなچ地形ਤをࡌܝし（ୈ 113 ਤ）、چ千曲川Տ道部、自然堤防（遺跡付ۙ、遺跡北

方）、後എ࣪地（現千曲川؛ࠨ）、ྛ܀遺跡付ۙの土地ར༻のมભを੔ཧする（ୈ 18 ද）。
　それによると 1914（大ਖ਼̏）年ࠒはچՏ道部や遺跡周ล、ྛ܀遺跡一ଳもશ面܂ാで、後എ࣪地のみ水
田となっている（ୈ 113 ਤ̖）。大きな土地改มがなく、چՏ道部西؛に沿って自然堤防が長ପԁ形状に高
·りとしてਤࣔされている。1934（昭࿨９）年にはچՏ道部に水田とס田のදࣔがあり、௿地部をҴ作ߞ
地΁Ҡ行するஹしがみられる。水田දࣔのあるچՏ道Լ流部（大ມ村側）は、現在でも࣪地ଳとなってい
て、現千曲川との合流部等͔ら水をҾきやすい地形といえる。·た 1923（大ਖ਼ 12）年には瀬替え以後、स
鉄道（現ࢁがՍઃされ、周ล道路の੔උが進Μでいる。この他に൧ڮに木ڮだった上今井ڮ +3 ൧ࢁ線）の
๛野ʕ൧ࢁ間が 1921（大ਖ਼ 10）年に։௨し、その路線と上今井Ӻがදࣔされている（ಉਤ̗）。
　1946（昭࿨ 21）年ࠒになると遺跡周ลで͝く一部ながらՌथԂ࠿ഓが࢝·り（ಉਤ̘）、機ց化と水田の
田化事業がਪ進されていくס 1964（昭࿨ 39）年ࠒにはՌथԂが急ܹに޿がり、そのൣ囲はそれ·でۭന地
であった遺跡北方部やྛ܀遺跡周ล、後എ࣪地部に·でٴΜでいる（ಉਤ̙）。1977（昭࿨ 52）年ࠒには県
道三水中野線以南の現چ千曲川が分཭した一ଳ（൙ཞ原）も水田がՌथԂにมわっている（ಉਤ̚）。
　上今井ڮの木ڮは౓ʑߑ水に見෣われ、特に 1945（昭࿨ 20）年の台෩による大ߑ水では٭ڮ·で流出す
るඃ֐にૺい、それをܖ機に 1952（昭࿨ 27）年鉄製௻りڮに付͚替えられた。その後、交௨状گのม化に
対Ԡするため、1985（昭࿨ 60）年にやや上流側に現在の鉄ڮがՍڮされている（ಉਤ̛）。その工事に伴い
南大原遺跡では付͚替え道路部分の発掘調査が࣮施され、弥生時代中期ٴͼ後期の集落跡が初めて確認さ
れている（๛田村ڭҕ 1980）̔。
　1988（昭࿨ 63）年ࠒには現千曲川西؛の௿地部がߥ地化する。·たچՏ道部も現在は水田がす΂てാ地
にม׵された（ಉਤ̛・ୈ１ਤ）。このことは現چ千曲川の௿地部はߑ水によるߞ土の流出や土石流のଯ積
等のඃ֐が大きいことがӨڹしているのだΖう。今回の発掘調査で、چՏ道部を現地දԼ̼̏·で掘りԼ
͛てもϏχーϧ等をؚΜだ人工తな土࠭がްくଯ積していて、ߑ水後の土࠭ॲཧ等といった災֐復چが܁
りฦし行われていたことが分͔る（ୈ̏ষୈ２અࢀর）。そのうͪ現在のද૚͔ら 50ᶲに検出されたߑ水࠭
は৴भ大ֶཧֶ部保柳߁一ࣨڀݚの土৕分ੳによれ͹、1983（昭࿨ 58）年９月、ཱϲՖ水位観測所でɼྺ
代࠷大水位 11�13 ̼を観測した台෩によるߑ水ଯ積物のՄೳੑがある（ୈ４ষୈ２અࢀর）。

̏　現在の遺跡周ล
　自然堤防上には 1988（昭࿨ 62）年に工場が建ͪ、1992（ฏ成４）年にॡ工した県Ӧ一般೶道੔උ事業に
よって、೶Ԃにはฮ૷された೶道が৽たに੔උされ、ാ地ᕲᕱ施ઃも行きಧき、リンΰをは͡めとするՌ
थ࠿ഓの一大生࢈地となっている。
　現千曲川のՏ道はঃʑに東؛を৵৯して東方にҠಈしͭͭあり、瀬替え౰時の௚線తな形状͔ら࿷曲し
ている。چ地形ਤではそうした形状ม化が 1960 年代以߱にݦ著となる（ಉਤ̙～̛）。このことは人工త
に։࡟された流路が、瀬替え工事͔らおよそ 150 年を経て、ز౓となく܁りฦされるߑ水によって次ୈに
本དྷの自然地形に沿ったچՏ道にۙͮこうする޲܏があるといえよう。

̔　この調査が南大原遺跡にお͚るୈ̏次調査に位置付͚られる。竪穴建物跡は弥生時代中期後半２ݢ、後期前半１ݢが調査されている。
今回ٴͼୈ４次調査とಉ͡集落ൣ囲の調査である。
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ୈ１અ　遺跡周ลの土地։発

第 113 図　遺跡周辺の１／５万旧地形図（国土地理院、加筆編集）

Ａ（1914年） Ｂ（1934年）

Ｃ（1946年） Ｄ（1964年）

Ｅ（1977年） Ｆ（1988年）0 (1:50,000) 2km

●：調査地点
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ୈ 18 ද　ਤྺ地形ਤ等にみる遺跡周ลの土地ར༻มભ（1914～2020 年）

地ਤ
ᶺ

ࡌܝ
ᶺ

発行年 測ྔ年 著作ݖ所༗
ҹ݉࡮発行者 千曲川Տ道部چ

自然堤防上 後എ࣪地
遺跡ྛ܀ උ　　考

（࿨ྐྵ） （࿨ྐྵ） 遺跡付ۙ 遺跡北方 現千曲川؛ࠨ
１ ̖ 1914（大̏） 1912（明 45） 大日本ఇᅳ཮地測ྔ部 ാ܂ ാ܂ ۭന 田 ാ܂
２ 1915（大４） 1912（明 45） ʏ ാ܂ ാ܂ ۭന 田 ാ܂

̏ 1927（昭２） 1925（大 14） ʏ ാ܂ ാ܂ ۭന 田 ാ܂ ൧ࢁ鉄道։௨（1921）
上今井ڮ木（1923）ڮ

４ 1930（昭̑） 1929（昭４） ʏ ാ܂ ാ܂ ۭന 田 ാ܂

̑ ̗ 1934（昭９） 1931（昭̒） ʏ 遺跡東ɿס田
北東ɿ水田 ാ܂ ۭന 千曲川΂りɿ܂ാ、ס田 ാ܂

̒ ̘ 1946（昭 21） 1937（昭 12） ಺຿ল地ཧ調査所 遺跡東ɿס田
北東一部ɿ水田

　、ാ܂ 　
一චɿՌԂ ۭന 千曲川΂りɿ܂ാ、ס田 ാ܂

７ 1952（昭 27） 1952（昭 27） 地ཧ調査所 遺跡東ɿס田
北東ɿ水田

　、ാ܂ 　
一චɿՌԂ ۭന 千曲川΂りɿ܂ാ޿、

ڱ田ס ാ܂ 上今井ڮ௻（1952）ڮ

̔ 1957（昭 32） 1952（昭 27） ʏ 遺跡東ɿס田
北東ɿ水田

　、ാ܂ 　
一චɿՌԂ ۭന 千曲川΂りɿ܂ാ޿、

ڱ田ס ാ܂

９ ̙ 1964（昭 39） 1960（昭 35） 土地ཧӃࠃ શて水田 શてՌथԂ શてՌथԂ 千曲川΂りɿ܂ാແ、
水田、ՌथԂ ՌथԂ

10 1967（昭 42） 1966（昭 41） ʏ શて水田 શてՌथԂ શてՌथԂ 千曲川΂りɿ܂ാແ、
水田、ՌथԂ ՌथԂ

11 ̚ 1977（昭 52） 1974（昭 49） ʏ 主に水田
県道南ɿാ શてՌथԂ શてՌथԂ 千曲川΂りɿ܂ാແ、

水田、ՌथԂ ՌथԂ 道ࠃ 117 号上今井όΠ
ύεॡ工（1972）

12̗ 1981（昭 56） 1980（昭 55） ʏ 主に水田
県道南ɿാ શてՌथԂ શてՌथԂ 千曲川΂りɿՌथԂ、

ാ、水田、ՌथԂ ՌथԂ

13̗ ̛ 1988（昭 63） 1986（昭 61） ʏ શて水田 શてՌथԂ શてՌथԂ 千曲川΂りɿߥ地、
ാ、水田、ՌथԂ ՌथԂ 現上今井ڮՍ（1985）ڮ

ୈ１ਤ
（ୈ１ষ）

2020（ྩ２）
৽年ߋ˞ ʏ શてാ ՌथԂ、工場 શてՌथԂ 千曲川΂りɿߥ地、

ാ、水田、ՌथԂ
ՌथԂ、
୐地化 地形ਤࢠి 25000




